
DAC39J84クワッド・チャネル、16ビット、2.8GSPS、
デジタル/アナログ・コンバータ  

12.5 Gbps JESD204Bインターフェイス搭載 

1.	 特　長
●	分解能：16ビット
●	最大サンプル・レート：2.8GSPS 
●	最大入力データ・レート：1.25GSPS
●	JESD204Bインターフェイス
	 —　8つのJESD204Bシリアル入力レーン
	 —　レーンごとに最大12.5Gbpsのビット・レート
	 —　サブクラス1のマルチDAC同期
●	オンチップの超低ジッタPLL
●	1x～16xの補間を選択可能
●	48ビットNCO/または±n × Fs/8の、独立の複合ミ
キサー 

●	広帯域デジタル直交変換器補正
●	Sinx/x補正フィルタ
●	フラクショナル・サンプル・グループ遅延の補正
●	マルチバンド・モード：独立した複合信号のデジタ
ル加算

●	3/4線のシリアル制御バス（SPI）
●	組み込みの温度センサ
●	JTAG境界スキャン
●	クワッド・チャネルDAC37J84/DAC38J84ファミ
リーとピン互換

●	消費電力：2.8GSPSにおいて1.8W
●	パッケージ：10 × 10 mm、144ボールのフリップ・
チップBGA

2.	 アプリケーション
●	携帯基地局
●	ダイバーシティ送信
●	広帯域通信
●	直接デジタル合成（DDS）計測器
●	ミリメートル/マイクロ波のバックホール

●	自動テスト機器
●	ケーブル・インフラストラクチャ

3.	 概　要
DAC39J84は、低消費電力でJESD204Bインターフェイスを

搭載した16ビット、クワッド・チャネル、2.8GSPSのデジタル/
アナログ・コンバータ（DAC）です。 

デジタル・データは1、2、4、8本の構成可能なシリアル
JESD204Bレーンでデバイスへ入力され、それぞれが最大
12.5Gbpsで動作し、オンチップのターミネーションとプログラ
マブルなイコライゼーションが搭載されています。 このインター
フェイスにより、JESD204Bはサブクラス1のSYSREFベースの
調整可能なレイテンシと、複数デバイスの完全な同期を実現し
ています。 

このデバイスには、複雑な転送アーキテクチャの設計を簡
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この資料は、Texas Instruments Incorporated（TI）が英文で記述した資料
を、皆様のご理解の一助として頂くために日本テキサス･インスツルメンツ

（日本TI）が英文から和文へ翻訳して作成したものです。
資料によっては正規英語版資料の更新に対応していないものがあります。
日本TIによる和文資料は、あくまでもTI正規英語版をご理解頂くための補
助的参考資料としてご使用下さい。
製品のご検討およびご採用にあたりましては必ず正規英語版の最新資料を
ご確認下さい。
TIおよび日本TIは、正規英語版にて更新の情報を提供しているにもかかわ
らず、更新以前の情報に基づいて発生した問題や障害等につきましては如
何なる責任も負いません。

SLASE48A　翻訳版

最新の英語版資料
http://www.ti.com/lit/gpn/dac39j84

デバイス情報 (1)

部品番号 パッケージ 本体サイズ（公称）
DAC39J84 FCBGA (144) 10.00 mm x 10.00 mm
（1） 利用可能なすべてのパッケージについては、データシートの最後に
 ある注文可能製品についての付録を参照してください。
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素化するための機能が組み込まれています。 完全にバイパス可
能な、90dBを超えるストップ・バンド減衰を持つ2x～16xのデ
ジタル補間フィルタにより、データ・インターフェイスとフィ
ルタを簡素化できます。 オンチップの48ビット数値制御発振器

（NCO）および独立の複合ミキサーにより、柔軟かつ正確なキャ
リアの配置が可能です。 

高パフォーマンスで低ジッタのPLLにより、デバイスのダイ

（SLASE48A）

ナミック・レンジに大きな影響を及ぼすことなく、クロック設
定を簡素化できます。 デジタル直交変調器補正（QMC）および
グループ遅延補正（QDC）により、直接の昇圧変換アプリケー
ションにおいて、チャネル間のゲイン、オフセット、位相、お
よびグループ遅延の完全なIQ補償が可能になります。 入力デー
タに異常な電力動作が検出された場合にパワーアンプ（PA）を
保護するため、プログラマブルなPA保護機構が利用可能です。 
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